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Ⅰ IoT新時代の未来づくりの検討について



IoT・AIなど次々と生み出されるイノベーションの成果を、「産業」や「地域」の隅々まで浸透させると
ともに、ICT産業の競争力向上や経済の持続的な発展に結実させるためには何をすべきか。

人口減少時代のリソースとして「人」の重要性が増す中で、年齢・性別・障害の有無等にかかわら
ず、誰もが自らの能力を発揮し、より豊かな生活を享受するためには何をすべきか。

ＩＣＴによるアプローチが必要な長期的な課題

人口減少・高齢化が同時に進行す
る中で、成長の基盤となる日本の
生産力は持続していけるのか。

※総生産＝技術力×資本力×労働力
×その他投入（原材料等）

これまでのＩＣＴ政策は主として2020年をターゲットとしてきたが、より長期を展望した場合に、様々な局面でさらに困難となるハードル
が待ち受けており、現時点から、これらに立ち向かうＩＣＴによる有効な手立てを検討し、推進することが必要。

＜日本の将来に向けた課題や不安の例＞

生
産

個人消費や財政支出が期待でき
ず、オリパラの反動減もある中で、
先行きの需要を確保できるのか。

※総需要＝消費＋投資＋政府支出
＋純輸出（輸出－輸入）

需
要

ＩｏＴ・ＢＤ・ＡＩ等でグローバル企業
の存在感が高まる中で、産業の競
争力を確保していけるのか。

※世界時価総額：1位Apple、2位
Alphabet、3位MS、4位FB、5位Amazon

産
業

過疎や高齢化が特に地方で深刻化
する中で、医療や教育等の地域住
民向けサービスは維持できるのか。

※2015年→40年で入院ニーズが全国で30
万人増、介護サービス利用者は323万人増

地
域

次々と新しい技術やリスク等が出
てくる中で、自分はついていけるの
か、安全や倫理は大丈夫なのか。

※H28のサイバー犯罪の検挙件数は8324
件、相談件数は13万1518件で過去最多

ひ
と

マクロ経済

2030～2040年頃を展望しつつ、日本の「未来」をつくる情報通信政策の在り方を検討

IoT新時代の新たなビジョンの検討について 2



【検討項目】

（１） ２０２０年以降に人口減少社会がさらに進行する中で、日本が直面する課題の現状認識をＩＣＴ分野を超えて前広に整理。

（２） ＩoT・ＡＩ・ロボットなど２０３０～２０４０年頃の新時代を展望し、イノベーションにより将来起こりうる未来イメージを制作。
（省内若手による横断的な「未来デザインチーム」を設置。シンクタンクや女性活躍プロジェクト「ＩｏＴデザインガール」等との協働により、具体イメージを委員会に提案。）

（３） ＷＧからの報告を踏まえつつ、未来イメージから逆算する形で、日本の歩むべき道を支えるための情報通信政策のあり方
を検討。

IoT・AI・ロボットなどのイノベーションの成果を「産業」や「地
域」の隅々まで浸透させることを通じて、
・ 2020年以降の本格的な人口減少・高齢化社会において生
じうるさまざまな課題解決
・ ICT産業の競争力向上や経済・地域社会の持続的な発展
のために取り組むべき情報通信政策の在り方を検討

IoT・AI・ロボット等が日常生活、職場や公共空間に広く浸透す
る時代を見据え、
・ こうした時代に求められる人材を育成するための教育の在

り方
・ 高齢者・障害者に対するICT利活用支援策等
に関して検討

産業・地域づくりＷＧ
【森川博之主任】

人づくりＷＧ
【安念潤司主任】

ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会
【村井純主査】

検討体制について 3

高齢者に対するICT利活用
支援策等に関して専門的に
検討

高齢者ＳＷＧ
障害者に対するICT利活用
支援策等に関して専門的に
検討

障害者ＳＷＧ



人づくりワーキンググループの検討項目例 4

・IoT・AI・ロボット等が当たり前の時代に求められるICTスキル
（日常生活、仕事、公共空間等の各場面）

・これからのICTスキルを身につけるための教育の在り方
（社会人教育を含む）

・国民各層が豊かな生活を享受できるための人づくりの在り方
（新たなデバイド対策、高齢者・障害者向けのICT利活用支援策）

・高齢者、障害者等を支援するIoT・AI・ロボット等による生活環境づくり

・その他
（地域の匠の技（特に高齢者）の継承（データ利活用）、働き方改革 （テレワーク）等）



人づくりWG及び各SWGの今後の進め方（案） 5

人づくりWG

高齢者SWG

障害者SWG

①11/28
・課題の整理
・ヒアリング
（IoT・AIの将来見通し、高齢
者、障害者のICT利活用に関
する取組等-近藤委員、松尾
委員、NEC、沖ワークウェル）

①12/14

・ヒアリング
（障害者のICT利活用を促進する
取組等-自治体、通信事業者、
障害者雇用に注力している事業
者等）

・ヒアリング
（障害者のICT利活用に関す
る要望等-障害者団体）
・論点整理に向けた取り
まとめ

③1/18
・ヒアリング
（ICTにより高齢者の知見を活
かす取組等-ベンダー、高齢者
雇用事業者等）
・論点整理に向けた取り
まとめ

②12/25
・ヒアリング
（IoT・AI時代の教育の在り方
等-NPO、教育関係者等）

11月 12月 1月

・・・→

・・・→

・・・→

③1/24
・ヒアリング
・論点整理

②12/21

・ヒアリング
（高齢者のICT利活用を促進す
る取組等-構成員、通信事業
者、ベンダー等）

①12/11②12/14 ③ 1/11④ 1/15



Ⅱ 人づくりWGの検討に当たっての基礎資料

（１） ICTをめぐる主な動向（IoT、AI）

（２） ICT人材の育成

（３） 高齢者に関するデータ

（４） 障害者に関するデータ



（１） ICTをめぐる主な動向（IoT、AI）



8IoTの基盤技術として期待されるインフラ（５Ｇ）

例：4K/8Kなど高精細映
像も超高速に伝送

５Gの
主な要求条件

●最高伝送速度 10Gbps （現行LTEの100倍） ： 超高速

●100万台/km²の接続機器数 （現行LTEの100倍） ： 多数同時接続

●1ミリ秒程度の遅延 （現行LTEの1/10） ： 超低遅延（リアルタイム）

膨大な数の
センサー・端末

超低遅延
⇒1ミリ秒程度

超高速
⇒最大10Gbps

多数同時接続
⇒100万台/km²接続数

例：自動運転、遠隔ロボット操作

（リアルタイム操作、ミッションクリ
ティカルなIoT）

例：狭いエリアでの同時多数接
続、スマートメーター、インフラ
維持管理（多数接続、低消費
電力なIoT）

自動運転

出典：日経コミュニケーションズ 2015/4月号

5Gの特徴

8



9IoTに接続されるデバイス数の増大

世界のIoTデバイス数とスマホ出荷台数の推移及び予測
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ＩｏＴのソリューション例

出典：McKinsey Global Institute analysis “THE INTERNET OF THINGS: MAPPING THE VALUE BEYOND THE HYPE 2015

10



スマートフォンの普及・高度化によるデータ流通量の増加

出典：McKinsey Global Institute analysis “THE INTERNET OF THINGS: MAPPING THE VALUE BEYOND THE HYPE 2015

11

スマートフォン

PC

ウェアラブル

（スマホ等で通信されるデータの例）
メール チャット ブログ SNS 投稿写真 動画
ウェブ閲覧 検索ワード
スケジュール、勤怠情報
電子書籍
ネットショッピング（注文内容など）
家計簿情報
オンラインゲーム
位置情報 移動履歴
バイタルデータ（脈拍、血圧、体温、
起床就寝時刻など）
業務データ
個人の生活に係る情報も多数流通している。

ユーザ

（2020年予測値）世界に流通するデータ量は10年弱で約10倍 44 ZB

ZB（ゼタバイト）=10の21乗バイト
※ 1ZB ＝ 1兆GB（ギガバイト）
・新聞(朝刊)約140兆年分
・ブルーレイディスク約400億枚

2013年

4.4 ZB

IoT



人工知能（AI）の進化と研究開発の変遷

第１次ブーム～探索・推論の時代
1956～1960年代

第２次ブーム～知識表現の時代
1980～1990年代

世界初のコンピュータENIAC(1946年)

「人工知能」という言葉の出現＠ダートマスの夏期研究会(1956年)

冬の時代

冬の時代
現在～機械学習・表現学習の時代
2010年代～

出典：「人工知能の未来‐ディープラーニングの先にあるもの」松尾豊氏（東京大学）、「人工知能が拓く新たな情報社会」神田武氏（ＮＴＴデータ経営研究所）の資料を基に作成

・電王戦で人工知能が米長邦雄永世棋聖に勝利
・Googleがディープラーニング技術を活用しAIに「猫」を認識
・コンピュータによる物体認識の精度を競う国際コンテストILSVRC

（ImageNet Large Scale Visual Recognition Challenge）で
ディープ・ラーニングが圧勝（2012年）

ワトソン(IBM)がクイズ番組で勝利(2011年)

Deep Blue(IBM)がチェスで勝利(1997年)

アラン・チューリング
によって「人工知能
の概念」提唱(1947年)

Geoffrey Hinton氏（カナダ、トロント大学）らの研究グループが
ディープ・ラーニングを考察(2006年)

福島邦彦氏による脳科学研究に基づく
ネオコグニトロン（※）の発表 (1979年)

深層強化学習に基づく囲碁ソフト
「AlphaGo」が欧州チャンピオンの
プロ棋士に勝利 (2016年)

・ウェブとビッグデータの発展
・計算機性能の飛躍的向上

・専門家の意思決定を再現する「エキスパートシステム」の出現。

人の知識・常識を網羅的に記述、管理することの困難さが判
明。

※視覚パターン認識に関する階層型神経回路モデル。
畳み込みニューラルネットワーク（CNN）の原型。

「人工知能(AI)」の原型が生まれる。
当時のAIでは極めて簡略化された問題しか解けないことが判明。

12



NICTにおけるAI関係の主な研究内容 ①脳情報解析技術とAI技術の応用 13

脳の表面に留置した電極アレイから、
「皮質脳波」を計測して、意図を抽出

考えただけで、外部機器を制御
→ 失われた機能の再構築

コミュニケーション 義手（ロボット）制御

脊髄損傷、ALS、四肢切断、脳卒中、…

Thank 
you !

ロボットアーム

阪大脳外科吉峰・平田グループ
・年に約200件の開頭手術(てんかん、難治性疼痛他）
・平成29年度までの動物を用いた研究を踏まえ
平成30年度より臨床研究。（現在、申請中）

■低侵襲型BMIの臨床応用実現 NICTの公募により、阪大が研究開発を実施中 (H27～31年度)

（
将
来
イ
メ
ー
ジ
）



NICTにおけるAI関係の主な研究内容 ②次世代人工知能技術の研究開発 14

脳のメカニズムに倣い、少数データ、無作為データからリアルタイムに取捨選択しながら、特徴・意味
を抽出し、分類・学習すること等を可能とする次世代人工知能技術の実現に向けた研究開発を推進

【H30要求・要望額：３．０億円】

超低電力人工認知マシン
環境・状況・制約を認知して、省電力で自ら学習する

高性能な次世代人工知能の実現

脳機能に学び知能を
創造する研究

（脳活動と知覚・行動と
の関係の解明）

（１）脳型認知分類技術の開発

（２）脳型演算処理技術の開発

神経細胞の接続
（シナプス）

模 倣

少ない情報量で精度の
高い特徴量抽出の実現

次世代人工知能

 交差点
 赤黄青
 点灯

「信号」に分類!!

適切に必要な情報を選択

初めて見るもの

適用

既存の人工知能

○情報通信審議会の「次世代人工知能推進戦略」
（第２次中間答申、H28年7月）を踏まえ、次世代人
工知能技術の研究開発を推進

○平成29年度は、脳型認知分類技術について、認知
時の脳活動データの収集、脳機能の解析を実施。
また、脳型演算処理技術について、演算アルゴリズ
ムの検討、動的回路構成の設計を実施。

【これまでの取組・現状】 【目標・成果イメージ】

○少数データ、無作為データから取捨選択しながら、特徴・意味を抽
出し、分類学習する脳型認知分類技術の実現

○脳神経回路の演算メカニズムに倣い、超低電力で脳の機能を実行す
る脳型演算処理技術の実現

○学習データの準備が比較的困難な分野等での人工知能の利活用促進
○小型デバイス等の様々なＩＣＴ機器への人工知能の搭載の促進



ＡＩの社会への影響 15

出典：情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術政策委員会 AI・脳研究WG（第3回） 松尾構成員プレゼン資料

（2015年12月）



● 2030年におけるAIの進展等による就業者の増減（推計）をみると、産業全体では約161万人
減少。製造業で約160万人減少する一方で、サービス業では約158万人の増加。
● 職種やスキルでみると、人間的な付加価値を求められる職種では就業者が190万人増加。

出典：平成29年労働経済白書

産業全体では約161万人減少、なお、2030年における労働力人口の
減少（225万人減）はこれを上回り、約64 万人の労働力不足が発生。

AIの進展等による就業者の増減 16



従業者数と生産年齢人口の将来推計 17

○ 従業者数は2030年以降比較的ゆるやかに減少する一方、生産年齢人口は2030年以降減少率
が大きくなる見込み。

生産年齢人口：労働供給の指
標として国立社会保障・人口問
題研究所「日本の地域別将来人
口推計（2013年３月推計）」
から引用

従業者数：労働需要の指標とし
て経済センサス等により「地域別
企業数の将来推計」で推計
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（2015年＝100）

2015 20 25 30 35 40

生産年齢人口 100.0 95.6 92.2 88.2 82.6 75.3

減少値 - 4.4 3.4 4.0 5.6 7.3

従業者数 100.0 94.2 88.0 84.8 81.6 78.7

減少値 - 5.8 6.2 3.2 3.2 2.9

（年）

出典：地域別企業数の将来推計
(村上義昭 児玉直美 樋口美雄)



（2） ICT人材の育成に向けた教育



時価総額の世界ランキングの推移

10年前(2007年5月末時点)
（億ドル） 順位

現在(2017年5月末時点) 10年前比
（億ドル） （倍）

エクソンモービル(米) 4685 1 アップル(米) 7964 7.6

GE(米) 3866 2 アルファベット(米) 6751 4.3

マイクロソフト(米) 2936 3 マイクロソフト(米) 5392 1.8

シティグループ(米) 2695 4 アマゾン(米) 4754 16.8

ペトロチャイナ(中国) 2618 5 フェイスブック(米) 4388 ー

AT&T(米) 2548 6 バークシャー・ハサウェイ(米) 4076 2.4

ロイヤル・ダッチ・シェル(英蘭) 2408 7 ジョンソン・エンド・ジョンソン(米) 3454 1.9

バンク・オブ・アメリカ(米) 2250 8 エクソンモービル(米) 3410 0.7

中国工商銀行(中国) 2233 9 テンセント(中国) 3254 42.5

トヨタ(日本) 2163 10 アリババ(中国) 2975 ー

※2017年6月2日 日本経済新聞より引用

○ 企業の時価総額ランキング上位企業は、10年前には資源や銀行が中心であったが、現在
はIT企業が大部分を占めている。

19



○ 現在、我が国には約100万人のICT人材がいるものの（2011年）、米国等と比較して質・量
ともに不足。
○ 情報通信審議会答申（H28.7）では、世界最高水準の IoT 立国に向け、ICT 人材に関する
目標を「最大 200 万人規模の人材創出と、最大 60 万人規模の産業間人材移動を、2025 年
までの 10 年間で達成すること」と設定。
○ 若年人口が急速に減少する中、ICT人材を倍増していくためには、プログラミング教育により、ICT
に対する関心とスキルを高めていくことが必須。
○ 文科省は、本年３月に学習指導要領を改訂し、2020年度から小学校でのプログラミング教育を
必修化するなど、情報教育を推進することとしている。

ICT人材の育成・確保
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ITサービス企業IT技術者数

ＩＣＴ人材の国際比較（推計）(万人)

2011年
目標

(2025年)

日本

○ICT人材を約200万人に
倍増

○うち、ユーザ企業が占める
比率を51％に上昇

（出典） IPA「グローバル化を支えるIT人材確保・育成施策に関する調査」 (平成23年3月)」
目標は、IPA「IT人材白書2015」、総務省等「情報通信業基本調査報告書(平成28年3月)」等より推計

（注： 日本国内のICT人材について一定の仮定をもとに推計。オフショア等による日本国外のICT人材
の活用については考慮していない。

※ 新たに社会人となる世代（18～22歳）の
人口は、現在約600万人だが、2040年に
は、約420万人まで減少（▲30％）

プログラミング教育を始めとする初等中等教育
における取組や、ICT人材への移行を促す資格
の在り方の検討等を通じ、ICT人材の量的拡大
を図ることが必要。
（H28.7.7 情報通信審議会 「IoT/ビッグデータ時代に向けた
新たな情報通信政策の在り方について」第二次中間答申）
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ICT人材は、
・データ分析や情報セキュリティなどのICTに
精通し、自社の業務に役立てることのできる人材
・ソフトウェア制御等により、ネットワークを柔軟に
運用し、ICTサービスを設計・提供できる人材
を指す。



教育の所得への影響

http://www.hamiltonproject.org/papers/major_decisions_what_graduates_earn_over_their_lifetimes/
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○ コンピュータサイエンス分野の専攻者は、他の分野の大卒者に比べ、生涯所得が４０％高くなると
の推計がある。
○ 当該分野への大学進学を促進するうえでも、若年段階からプログラミング自由に学ばせることが
重要。

（出典）米国ブルッキングス研究所

http://www.hamiltonproject.org/papers/major_decisions_what_graduates_earn_over_their_lifetimes/


若年層が牽引するICT業界

・スティーブ・ジョブズ（２１歳）
・スティーブ・ウォズアニック（２６歳）

・マーク・ザッカーバーグ（１９歳）

・セルゲイ・ブリン（２５歳）
・ラリー・ペイジ（２５歳）

・ケビン・シストロム（２６歳）

・イーロン・マスク（２７歳）

・ディヴィッド・カープ（２０歳）

・ビル・ゲイツ（１９歳）

・スティーブ・チェン（２６歳）
・チャド・ハーリー（２８歳）

・田中 良和（２６歳）

・藤田 晋（２４歳）

（敬称略）
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○ ICT業界では、10代・20代で起業する者が多く出るなど、若年層が牽引。
○ 最近では、アプリ制作やパソコン教室の教師など、高度なICTスキルを持つ高齢者が登場してきて
いる。

・山内 奏人（１６歳）
ワンファイナンシャル(株)CEO。ビジコン
やプログラミングコンテストの優勝、ベン
チャー企業への参画などの実績を持つ。

・角南 萌（１５歳）
(株)Wayve代表取締役社長。
13歳のときにアプリ甲子園で優勝。
ライフイズテックの支援を受け、起業。

・三上 洋一郎（１５歳）
(株)GNEX代表取締役CEO。13歳
のときに学生集団GNEXを設立。ビジ
コンで審査員特別賞を受賞し、起業。

・若宮 正子（８３歳）
60歳を過ぎてからパソコンを使い始め、Excelアートで
活躍。2017年に“hinadan”(iPhoneアプリ)を発表。

・峰尾 節子（７２歳）
2004年からWordでアートを描くシェイプアートを始め
る。シニアパソコン教室のボランティア講師などを務める。



ICT教育関係の主な施策 23

１．教育分野でのICT環境整備支援

２．ICT人材育成のための環境構築支援

○ スマートスクール・プラットフォーム実証事業（H29,H30要求）
授業・学習系及び校務系システムの情報連携手法を確立し、データ利活用による教育の質の向上、

教職員の事務の効率化を図る。

（参考）先導的教育システム実証事業（H26～28）
多様なデジタルコンテンツを、端末やOS、時間や場所を問わず活用可能な「教育クラウド・
プラットフォーム」を構築する。（授業・学習系システム）

○ 若年層に対するプログラミング教育の普及推進（H28～29）
子供たちの論理的思考力や創造性等を高める観点から、クラウドや地域人材を活用した、

プログラミング教育の実施モデルを開発・普及する。
また、障害のある子供や突出した能力を示す子供に対するものを含む教材コンテンツ・

指導ノウハウの開発、ポータルサイトの構築、出前講座等のアウトリーチ的手法や指導者研修による
全国への普及展開等を実施する。

○ 地域におけるIoTの学び推進事業（H30要求）
2020年度からのプログラミング教育の必修化を通じて、IoTへの興味・関心を高めた児童生徒

が、継続的・発展的に学ぶことができるように、企業や地域住民による学習機会（地域IoTクラブ（仮
称））の手法を確立し、先端IoT人材の育成を促進する。



（３） 高齢者に関するデータ



日本の人口の推移 25

○日本の人口は近年減少傾向を迎えており、2065年には総人口が9,000万人を割り込む見込み。
高齢化率は人口の約４割に近づくと推計されている。



平均寿命及び健康寿命の推移 26

○ 平均寿命と健康寿命（日常生活に制限のない期間）は共に年々ゆるやかに上昇。平均寿命と健
康寿命の差は、年々縮まってきている。
○ 100歳以上の高齢者数は平成29年９月１日現在、６万7824人。
（住民基本台帳による都道府県等からの報告数）

資料：2016年の平均寿命、健康寿命の数値のみ、ニッセイ基礎研究所より、他は平成27年版内閣府高齢社会白書をもとに総務省で作成



高齢者の就業意欲等 27

○日本の高齢者の就業意欲は他国と比較して高い。（図１）
○仕事をしている高齢者は、生きがいを感じると回答した割合が高い。（図２）
○高齢者の体力・運動能力は改善。15年間で５歳下の年齢階級のスコア並に向上。（図３）
○平成28年の高齢者の就業者数は、770万人と過去最多（図４）

図１ 図２

図3 図４

出典：図１～３内閣府「2030年展望と改革タスクフォース報告書」（平成29年１月25日）参考資料集、総務省統計局HP 「労働力調査」（基本集計）
図４ 「労働力調査」より総務省が集計

(点)

(歳)



65歳以上の一人暮らしの動向

○65歳以上の一人暮らしは、男女ともに増加傾向であり、平成27年には男性が約192万人、女性が
約400万人である。

資料：平成29年版 高齢社会白書より
平成27年までは総務省「国勢調査」、平成32年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（2013（平成25）年１月推
計）」、「日本の将来推計人口（平成24年（2012）年１月推計）」
（注１）「一人暮らし」とは、上記の調査・推計における「単独世帯」又は「一般世帯（1人）」のことを指す。
（注２）棒グラフの上の（ ）内は65歳以上の一人暮らし高齢者の男女計
（注３）四捨五入のため合計は必ずしも一致しない。
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○高齢者のインターネット利用率は、65～69歳で７割、70～80歳で５割。
○高齢者のスマートフォン利用率は、約半数にまで増加。

高齢者とインターネット・スマートフォン 29

年齢階層別インターネット利用率 高齢者のスマートフォン利用率

出典：平成29年情報通信白書



高齢者層におけるスマートフォン保有率の各国比較 30

我が国の60代は、フィーチャーフォンの普及率が高く、スマートフォン普及率は35％と、50％台後
半から90％台の各国と比較して低い。

出典：平成28年 情報通信白書



高齢者層のインターネット利用の目的 31

インターネット利用の目的は各年代で概ね類似する傾向を示すが、60代はSNSの利用、無料通
話アプリやボイスチャットの利用、動画投稿・共有サイトの利用等が他の年代と比べて低い。

出典：平成29年版 情報通信白書



（4） 障害者に関するデータ



○ 身体障害、知的障害、精神障害の３区分で障害者数の概数を見ると、身体障害者392万2千
人、知的障害者74万1千人、精神障害者392万4千人となっている。

障害者の状況（全体）

「身体障害児・者」
在宅者：厚生労働省「生活のしづらさなどに関する調査」（平成23年）
施設入所者：厚生労働省「社会福祉施設等調査」（平成24年）等より厚生労働省社会・援護局障害福祉保健部で作成
「知的障害児・者」
在宅者：厚生労働省「生活のしづらさなどに関する調査」（平成23年）
施設入所者：厚生労働省「社会福祉施設等調査」（平成23年）等より厚生労働省社会・援護局障害福祉保健部で作成
「精神障害者」
外来患者：厚生労働省「患者調査」（平成26年）より厚生労働省社会・援護局障害福祉保健部で作成
入院患者：厚生労働省「患者調査」（平成26年）より厚生労働省社会・援護局障害福祉保健部で作成

出典：平成29年障害者白書

総数 在宅者数 施設入所者数
身体障害児・者 392.2万人 386.4万人 5.8万人

知的障害児・者 74.1万人 62.2万人 11.9万人

総数 外来患者数 入院患者数
精神障害者 392.4万人 361.1万人 31.3万人
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スライド　1

				総数 ソウスウ		在宅者数 ザイタクシャ スウ		施設入所者数 シセツ ニュウショ シャ スウ

		身体障害児・者 シンタイ ショウガイ ジ シャ		392.2万人 マンニン		386.4万人 マンニン		5.8万人 マンニン

		知的障害児・者 チテキ ショウガイ ジ シャ		74.1万人 マンニン		62.2万人 マンニン		11.9万人 マンニン

				総数 ソウスウ		外来患者数 ガイライ カンジャスウ		入院患者数 ニュウイン カンジャスウ

		精神障害者 セイシン ショウガイ シャ		392.4万人 マンニン		361.1万人 マンニン		31.3万人 マンニン





スライド　2

		身体障害者（在宅）						単位：千人 タンイ センニン												精神障害者（在宅） セイシン ショウガイ シャ ザイタク		平成20年 ヘイセイ ネン		平成23年 ヘイセイ ネン		平成26年 ヘイセイ ネン

				平成13年 ヘイセイ ネン		平成18年 ヘイセイ ネン		平成23年 ヘイセイ ネン												てんかん		21.2		20.9		24.5

		視覚障害		30.6		31.5		31.6		3.06		3.15		3.16						その他の精神及び行動の障害 タ セイシン オヨ コウドウ ショウガイ		15		16.2		32

		聴覚・言語障害		36.1		36		32.4		3.61		3.6		3.24						神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害 シンケイ ショウ セイ ショウガイ カンレン ショウガイ オヨ シンタイ ヒョウゲン セイ ショウガイ		58.4		56.5		71.8

		肢体不自由		179.7		181		170.9		17.97		18.1		17.09						気分［感情］障害（躁うつ病を含む） キブン カンジョウ ショウガイ ソウ ビョウ フク		101.2		92.9		108.7

		内部障害		86.3		109.1		93		8.63		10.91		9.3						統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 トウゴウ シッチョウ ショウ トウゴウ シッチョウ ショウ ガタ ショウガイ オヨ モウソウ セイ ショウガイ		60.8		53.9		60.7

		その他 タ						58.5		0		0		5.85						精神作用物質使用による精神及び行動の障害 セイシン サヨウ ブッシツ シヨウ セイシン オヨ コウドウ ショウガイ		5.2		6.5		7.3

		合計 ゴウケイ		332.7		357.6		386.4				35.76		38.64						認知症（アルツハイマー病） ニンチ ショウ ビョウ		20.7		32.5		48.7

																				認知症（血管性など） ニンチ ショウ ケッカン セイ		9.9		10.7		11.4

								単位：％ タンイ												合計 ゴウケイ		292.4		290.1		365.1

				平成13年 ヘイセイ ネン		平成18年 ヘイセイ ネン		平成23年 ヘイセイ ネン

		内部障害		9.1974752029		8.8087248322		8.1780538302

		肢体不自由		10.8506161707		10.067114094		8.3850931677

		聴覚・言語障害		54.0126239856		50.615212528		44.2287784679

		視覚障害		25.9392846408		30.5089485459		24.0683229814

		その他 タ						15.1397515528

		合計 ゴウケイ		100		100		100



視覚障害	

平成13年	平成18年	平成23年	30.6	31.5	31.6	聴覚・言語障害	

平成13年	平成18年	平成23年	36.1	36	32.4	肢体不自由	

平成13年	平成18年	平成23年	179.7	181	170.9	内部障害	

平成13年	平成18年	平成23年	86.3	109.1	93	その他	

平成13年	平成18年	平成23年	58.5	合計	

平成13年	平成18年	平成23年	332.7	357.6	386.4	





てんかん	

平成20年	平成23年	平成26年	21.2	20.9	24.5	その他の精神及び行動の障害	

平成20年	平成23年	平成26年	15	16.2	32	神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害	

平成20年	平成23年	平成26年	58.4	56.5	71.8	気分［感情］障害（躁うつ病を含む）	

平成20年	平成23年	平成26年	101.2	92.9	108.7	統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害	

平成20年	平成23年	平成26年	60.8	53.9	60.7	精神作用物質使用による精神及び行動の障害	

平成20年	平成23年	平成26年	5.2	6.5	7.3	認知症（アルツハイマー病）	

平成20年	平成23年	平成26年	20.7	32.5	48.7	認知症（血管性など）	

平成20年	平成23年	平成26年	9.9	10.7	11.4	合計	

平成20年	平成23年	平成26年	292.39999999999998	290.09999999999997	365.09999999999997	





[分類名]

 [パーセンテージ]



[分類名]

 [パーセンテージ]



[分類名]

[パーセンテージ]



[分類名]

  [パーセンテージ]



[分類名]

[パーセンテージ]



[分類名]

[パーセンテージ]



[分類名]

[パーセンテージ]



[分類名]

 [パーセンテージ]





てんかん	その他の精神及び行動の障害	神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害	気分［感情］障害（躁うつ病を含む）	統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害	精神作用物質使用による精神及び行動の障害	認知症（アルツハイマー病）	認知症（血管性など）	24.5	32	71.8	108.7	60.7	7.3	48.7	11.4	



視覚障害	聴覚・言語障害	肢体不自由	内部障害	その他	31.6	32.4	170.9	93	58.5	



スライド　4（1）

		身体障害児・者（在宅）						単位：千人 タンイ センニン

				平成13年 ヘイセイ ネン		平成18年 ヘイセイ ネン		平成23年 ヘイセイ ネン

		1級 キュウ		881		1217		1052

		2級 キュウ		635		519		585

		3級 キュウ		614		596		649

		4級 キュウ		668		721		663

		5級 キュウ		262		227		179

		6級 キュウ		221		177		151

		7級 キュウ		48		120		585

		合計 ゴウケイ		3329		3577		3864

																		知的障害児・者（在宅） チテキ ショウガイ ジ シャ ザイタク

																				総数 ソウスウ		重度 ジュウド		その他 タ		不詳 フショウ								総数 ソウスウ		重度 ジュウド		その他 タ		不詳 フショウ

																		総数 ソウスウ		621,700		241,700		303,200		76,800						総数 ソウスウ		621.7		241.7		303.2		76.8

																		知的障害児（18歳未満） チテキ ショウガイ ジ サイ ミマン		151,900		54,000		90,000		7,900						知的障害児
（18歳未満） チテキ ショウガイ ジ サイ ミマン		151.9		54.0		90.0		7.9

																		知的障害者（18歳以上） チテキ ショウガイ シャ サイ イジョウ		465,900		184,800		212,200		68,900						知的障害者
（18歳以上） チテキ ショウガイ シャ サイ イジョウ		465.9		184.8		212.2		68.9

																		不詳 フショウ		3,900		2,900		1,000		-						不詳 フショウ		3.9		2.9		1.0		-



1級	

平成13年	平成18年	平成23年	881	1217	1052	2級	

平成13年	平成18年	平成23年	635	519	585	3級	

平成13年	平成18年	平成23年	614	596	649	4級	

平成13年	平成18年	平成23年	668	721	663	5級	

平成13年	平成18年	平成23年	262	227	179	6級	

平成13年	平成18年	平成23年	221	177	151	7級	

平成13年	平成18年	平成23年	48	120	585	合計	

平成13年	平成18年	平成23年	3329	3577	3864	







スライド　4（2）

		精神障害者（在宅） セイシン ショウガイ シャ ザイタク

				総		数		男		性		女		性		不		詳		1		級		2		級		3		級		不		詳

		総  数		567,600		(100.0%)		301,300		(100.0%)		261,900		(100.0%)		4,400		(100.0%)		114,500		(100.0%)		303,700		(100.0%)		129,300		(100.0%)		20,100		(100.0%)

		0～9歳		3,400		(0.6%)		2,900		(1.0%)		500		(0.2%)		-		(-)		1,500		(1.3%)		1,500		(0.5%)		-		(-)		500		(2.5%)

		10～17		6,900		(1.2%)		4,900		(1.6%)		2,000		(0.8%)		-		(-)		3,400		(3.0%)		2,000		(0.7%)		1,000		(0.8%)		500		(2.5%)

		18～19		1,000		(0.2%)		1,000		(0.3%)		-		(-)		-		(-)		-		(-)		-		(-)		1,000		(0.8%)		-		(-)

		20～29		33,400		(5.9%)		16,200		(5.4%)		17,200		(6.6%)		-		(-)		3,400		(3.0%)		23,100		(7.6%)		5,900		(4.6%)		1,000		(5.0%)

		30～39		97,800		(17.2%)		54,600		(18.1%)		42,800		(16.3%)		500		(11.4%)		14,300		(12.5%)		64,900		(21.4%)		15,700		(12.1%)		2,900		(14.4%)

		40～49		118,900		(20.9%)		64,900		(21.5%)		54,100		(20.7%)		-		(-)		16,700		(14.6%)		70,300		(23.1%)		29,000		(22.4%)		2,900		(14.4%)

		50～59		96,300		(17.0%)		51,100		(17.0%)		44,700		(17.1%)		500		(11.4%)		13,300		(11.6%)		56,000		(18.4%)		23,100		(17.9%)		3,900		(19.4%)

		60～64		60,900		(10.7%)		34,400		(11.4%)		26,500		(10.1%)		-		(-)		15,700		(13.7%)		26,000		(8.6%)		15,700		(12.1%)		3,400		(16.9%)

		65～69		35,400		(6.2%)		14,700		(4.9%)		20,600		(7.9%)		-		(-)		10,300		(9.0%)		17,200		(5.7%)		7,400		(5.7%)		500		(2.5%)

		70歳以上		108,600		(19.1%)		55,500		(18.4%)		52,600		(20.1%)		500		(11.4%)		34,900		(30.5%)		40,300		(13.3%)		29,000		(22.4%)		4,400		(21.9%)

		年齢不詳		4,900		(0.9%)		1,000		(0.3%)		1,000		(0.4%)		2,900		(65.9%)		1,000		(0.9%)		2,500		(0.8%)		1,500		(1.2%)		-		(-)

		1級 キュウ		2級 キュウ		3級 キュウ		その他 タ

		115		304		129		20

		114.5		303.7		129.3		20.1





1級	2級	3級	その他	114.5	303.7	129.30000000000001	20.100000000000001	







スライド　5

		身体障害児・者（在宅） シンタイ ショウガイジ モノ ザイタク

				単位：人 タンイ ニン

		肢体不自由と内部障害 シタイ フジユウ ナイブ ショウガイ		91,000

		聴覚・言語障害と肢体不自由 チョウカク ゲンゴ ショウガイ シタイ フジユウ		81,000														視覚障害 シカク ショウガイ		58

		視覚障害と肢体不自由 シカク ショウガイ シタイ フジユウ		32,000														聴覚または平衡機能の障害 チョウカク ヘイコウ キノウ ショウガイ		38

		視覚障害と内部障害 シカク ショウガイ ナイブ ショウガイ		15,000														音声機能、言語機能または、そしゃく機能の障害 オンセイ キノウ ゲンゴ キノウ キノウ ショウガイ		63

		視覚障害と聴覚・言語障害 シカク ショウガイ チョウカク ゲンゴ ショウガイ		22,000														肢体不自由 シタイ フジユウ		243

		３種類以上の重複障害 シュルイ イジョウ ジュウフク ショウガイ		54,000														内部障害 ナイブ ショウガイ		47

		聴覚・言語障害と内部障害 チョウカク ゲンゴ ショウガイ ナイブ ショウガイ		15,000

		合計 ゴウケイ		310,000

																				単位：％ タンイ

				単位：％ タンイ														視覚障害 シカク ショウガイ		16.3

		肢体不自由と内部障害 シタイ フジユウ ナイブ ショウガイ		29.4														聴覚または平衡機能の障害 チョウカク ヘイコウ キノウ ショウガイ		10.7

		聴覚・言語障害と肢体不自由 チョウカク ゲンゴ ショウガイ シタイ フジユウ		26.1														音声機能、言語機能または、そしゃく機能の障害 オンセイ キノウ ゲンゴ キノウ キノウ ショウガイ		17.7

		視覚障害と肢体不自由 シカク ショウガイ シタイ フジユウ		10.3														肢体不自由 シタイ フジユウ		68.5

		視覚障害と内部障害 シカク ショウガイ ナイブ ショウガイ		4.8														内部障害 ナイブ ショウガイ		13.2

		視覚障害と聴覚・言語障害 シカク ショウガイ チョウカク ゲンゴ ショウガイ		7.1

		３種類以上の重複障害 シュルイ イジョウ ジュウフク ショウガイ		17.4

		聴覚・言語障害と内部障害 チョウカク ゲンゴ ショウガイ ナイブ ショウガイ		4.8

		合計 ゴウケイ		100





肢体不自由と内部障害	聴覚・言語障害と肢体不自由	視覚障害と肢体不自由	視覚障害と内部障害	視覚障害と聴覚・言語障害	３種類以上の重複障害	聴覚・言語障害と内部障害	29.354838709677416	26.129032258064516	10.32258064516129	4.838709677419355	7.096774193548387	17.419354838709676	4.838709677419355	





視覚障害	聴覚または平衡機能の障害	音声機能、言語機能または、そしゃく機能の障害	肢体不自由	内部障害	16.3	10.7	17.7	68.5	13.2	
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気分［感情］障害
（躁うつ病を含む）

30%

神経症性障害、ストレス関連障害
及び身体表現性障害

20%

統合失調症、統合失調症型障害及
び妄想性障害

16%

認知症（アルツハイマー病）
13%

その他の精神及び行動の障害
9%

てんかん 7%

認知症（血管性など） 3%

精神作用物質使用による精神及び行動の障害
2%

障害種別の割合

出典：厚生労働省「患者調査」より厚生労働省生障害保険福祉部で作成
資料を基に総務省において作成

出典：厚生労働省 「生活のしづらさなどに関する調査」（平成23年）を
基に総務省において作成

肢体不自由
44%

内部障害
24%

聴覚・言語障害
9%

視覚障害
8%

その他
15%

身体障害者（在宅） 精神障害者（外来）
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障害者雇用の状況

出典：厚生労働省「障害者雇用関係資料」

（％）（千人）

○ 民間企業の雇用状況（平成27年6月1日現在）
雇用者数 45.3万人（身体障害者32.1万人、知的障害者9.8万人、精神障害者3.5万人）
実雇用率 1.88% 法定雇用率（注）達成企業割合 47.2％

（注）法定雇用率は平成30年4月1日より2.2%に引き上げ
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○ 65歳未満の障害者では、日中の過ごし方として「家庭内で過ごしている」の割合が40.1%と最も
高い。

○ その内、今までと違う日中の過ごし方をしたい者の今後の日中の過ごし方の希望についてみると、
「正社員として働きたい」の割合が32.5％と最も高く、正社員以外・自営業を合わせると70.5%が
就労希望を持っている。

障害者の日中の過ごし方とその希望（就労意欲）

出典：平成23年生活のしづらさなどに関する調査（厚生労働省）
を基に総務省において作成

日中の過ごし方の状況（複数回答） （今までと違う日中の過ごし方をしたい者）
日中の過ごし方の状況（複数回答）

9.3
10.4

4.8
15.9

2.4
3

4.6
8.8

1
0.9
1.5

8.2
40.1

6.2
7.1
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正社員
正社員以外

自営業
障害者通所サービスを利用
介護保険の通所サービス

病院等のデイケア
リハビリテーション
学校に通っている
保育所・幼稚園
障害児通院施設

社会活動
家事・育児・介護

家庭内で過ごしている
その他
不詳

32.5
32.1

5.9
13.9

2
4.4

8.7
3.9

1.5
2

6.8
6.4

12.2
12.2

4.4

0 10 20 30 40

正社員
正社員以外

自営業
障害者通所サービスを利用
介護保険の通所サービス

病院等のデイケア
リハビリテーション
学校に通っている
保育所・幼稚園
障害児通院施設

社会活動
家事・育児・介護

家庭内で過ごしている
その他
不詳
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障害者とインターネット

出典： 総務省情報通信政策研究所「障がいのある方のインターネット等の利用に関する調査研究」平成24年6月

○ 障害者全体のインターネット利用率は、53％となっている。
○ 年齢別のインターネット利用率では、10代・20代の「利用している」との回答が78.8%、77.6％
と高くなった。

年齢別
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（参考） 高齢者、障害者に関する

総務省の主なICT施策



高齢者・障害者関係の主なICT施策 39

【上記以外の施策】
・ 超高齢社会を見据えた医療分野のICT化に向け、EHRの高度化・相互接続やPHRサービスモデル等の構築を実施。
・ IoTサービス創出支援事業において、障害者関係、介護関係の案件を採択。

国・地方公共団体等のホームページが、障害者や高齢者を含め、誰でも円滑に利用できるものとなるよう、２７年度よ
り３年計画でアクセシビリティの向上を促進。
【これまでの取組み】
○27年度：アクセシビリティの向上のための作業手順を解説したガイドラインを策定し、国・自治体等1937団体に配布
○28年度：全国11カ所で国・自治体・独法などのホームページ担当者に対するアクセシビリティ講習会を開催
○29年度：国・自治体等のホームページのアクセシビリティ確保状況を調査・分析し、団体毎に改善ポイントの明確化、ランキング化

①障害者向けICTサービスの提供に対する助成

②障害者向けの新たなICTサービスの研究開発に対する助成

１．ホームページのアクセシビリティ向上

障害者向けICTサービスを提供する中小企業やNPO法人等に対し、事業拡大等による自立化を支援するため、（国
研）情報通信研究機構を通じて、その経費の２分の１を上限に、最長５年を目処として助成を実施。
（助成事例：クラウドを活用した聴覚障害者向け情報保障サービス、クラウドを活用した視覚障害者向け情報保障サービス）

障害者向けの新たなICTサービスの研究開発を行う企業等に対し、その経費の２分の１を上限に、最長３年を目処と
して助成を実施。
（助成事例：聴覚障害者向け会議支援システム、「マルチメディアDAISY」の自動制作・利用システム）

２．障害者向けICTサービスの提供・開発に対する支援

①字幕番組・解説番組・手話番組等の制作に対する助成

②字幕付与確認設備整備に対する助成

字幕番組、解説番組、手話番組等を制作する者に対し、その制作費（放送番組に字幕等を付与するための追加経費）
の２分の１を上限として助成を実施。

ＣＭ番組への字幕付与について、ＣＭ素材への字幕付与のチェックを行う機器の整備を行う者に対して、その費用
の２分の１を上限として助成を実施。

3．字幕番組・解説番組等の制作に対する支援



［参考］ 情報バリアフリー環境の整備に係る助成事例 40

➤障害者向けICTサービスの提供に対する助成

➤障害者向けの新たなICTサービスの研究開発に対する助成

聴覚障害者向け会議支援システム

視覚障害者が映画館、博物館、水族館等に持ち込んだ情報端末を用い
て、館内の音響と連動した視覚障害者用音声ガイドをクラウドから音声す
かし技術等を使って配信

聴覚障害者本人が持ち込んだ機材を用いて、聴覚障害者が簡単に会
議に参加し、内容を理解できるような会議システムを開発

クラウドを活用した視覚障害者向け情報保障サービスクラウドを活用した聴覚障害者向け情報保障サービス

聴覚障害者が学校や講義、セミナーに持ち込んだ情報端末を用いて、講師説
明などの音声情報を遠方のオペレータが要約筆記し、文字情報に変換・配信

こんにちは

こんにち
は

話し手
オペレータ

※利用者のスマートフォンやタブ
レット端末に文字情報を配信利用者

（聴覚障害者等）

会議を始め
ます。 ← 会議参加者の発言

は、下部からタイムライ
ンで逐次表示。聴覚
障害者もキーボード入
力、手書き、スタンプで
発言可能。

準備はよろしいですか。
会議を始めます。

「マルチメディアDAISY」の自動制作・利用システム

テキストを読み込み、音声、画像情報と同期した視覚障害者向けの
録音図書を自動制作するシステムを開発

情
報
保
障
サ
ー
バ
ー

映画館

博物館

水族館

音
声
ガ
イ
ド



［参考］ 主要電気通信事業者による「こえとら」の提供 41

● 「こえとら」は、情報通信研究機構（NICT：総務省所管の国立研究開発法人）の音声認識技術・音声合成技術を活用し
て音声と文字を相互にリアルタイムで変換し、聴覚障がいをお持ちの方等と健聴者との間の円滑なコミュニケー
ションを支援する、スマートフォン・タブレット用のアプリ。

● 主要電気通信事業者の協賛により、フィート（FEAT）が平成27年２月に無償で本格的サービス提供を開始。

● アプリはApp StoreまたはPlay ストアから入手可能。

健聴者 聴覚障がいをお持ちの方等

①音声入力

➋音声出力

②文字出力

➊文字入力

健聴者

①音声入力

➋音声出力

聴覚障がいをお持ちの方等

➊文字入力

インターネット等携帯回線等

対面
コミュニケーション

遠隔地
コミュニケーション

携帯回線等

「こえとら」の利用イメージ

複数人でのコミュニケーションも可能

「こえとら」アプリ

「こえとら」アプリ 「こえとら」アプリ

「こえとら」の特徴

○ 音声から文字、文字から音声
の相互変換が可能。

○ 通信キャリア、端末OS（iOS、
Android）を問わずに利用可能。

○ 対面や遠距離でのコミュニ
ケーションに対応。
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